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 1. 開会点鐘

 2. ロータリーソング「奉仕の理想」

 3. 四つのテスト

 4. 来訪者の紹介と会長挨拶　　野地 利雄 会長

 5. 05〜06年度家族納涼パーティー

 6. 誕生日のお祝い

  鈴木 光一 様　　齋藤 　実 様

  平井 良一 様　　齋藤 信男 様

  横山 りつ子 様

 7. 雑誌の読みどころ　　高橋 勇雄 雑誌委員

 8. ゲストスピーチ

  NPO法人　ルワンダの教育を考える会　

  副理事長　カンベンガ・マリー・ルイズ

 9. 各委員会報告

 10. 閉会点鐘

　皆さん、こんにちは。
　去る2月2日（木）35周年記念事業委員長の方々に当
サンパレスにお集まり頂き、各委員会の調整を実行委
員長を中心に行われました。 素晴らしい活動内容と
なっております。 大変な仕事量ですが、よろしくお願
い申し上げます。
　今週は、世界理解・推進月間となっております。 地
区協議会の例を出し、少しお話したいと思います。
①国際奉仕の目的ですが、
　イ.『人類の平和と繁栄の実現と継続』、
　ロ.『人々の相互理解と善意を育てる』
②活動としては、

1.『WCS・ワールドコミュニティ・サービス（ポリオ
撲滅運動）等』 −世界社会奉仕活動

2.国際的、教育、文化交流の実施。 GSEプログラム等
3.特別月間と催し-国際研修旅行等
4.国際的な会合をする
　　　−世界大会・ガバナーセミナー等

以上となっております。
　この他に、個々の地区、クラブにおいて国境を越えた
人類愛によるニーズに応えたプロジェクトの実施であ
ります。
　以上のことを踏まえ、この2月期は国際研修旅行、そ
して国際人によるゲスト・スピーカーの興和を頂く計
画となっております。
　4年程前と思いますが、本日のゲストであります、ア
フリカ・ルワンダ出身のマリー・ルイズさんが当クラ
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　　　　　　 サンパレス福島

ブに『学校を建設したい』との思いで来訪頂いたことを
記憶しております。2回目の来訪でありますが、日本
に約11年前位から住んでいらっしゃると思います。
日本では今年の雪の積雪量など、気象が大きく変化し、
長期の予測がしづらい事が多くなりました。 ルイズ
さんの故郷近郊では、干ばつと水不足、そして伝染病・
食糧難と大変なことと思われます。 日本にいるルイ
ズさんの役割は大変大きく、重要なことであると思い
ます。 本日は、『ルワンダの現状』についてスピーチを
頂きます。 遠いアフリカの国ではありますが、個々人
の思いは違いますが、私達も少しでも理解しなければ
ならない事が色々とあると思いますので、宜しくお願
い申し上げます。
　財団・米山奨学会等、ポリオ撲滅プロジェクトなど・
飲料・工作物など様々なプロジェクトがありますが、
今月はより多くの会員の方が各委員会を通し、ご協力
の程、お願い申し上げます。
　ルイズさんのご講和ご清聴下さいますようお願い申
し上げ、会長挨拶と致します。

ウムチョムィーザ学園　マリー・ルイーズ
　皆さんこんにちは。
　いつもRCの皆さんにはお世話になっております。
　RCの活動にある世界の子供たちの識字率UPは、私た
ちの行っている教育活動に通じるものがあります。
　ルワンダでは、12年前大虐殺と内戦が激しくなり
500万人以上の国民が犠牲となりました。
　私もその中に巻き込まれていました。 そこで感じ
たことは、無知が内戦を生んでいるという事でした。
知識があれば、指導者の言う事を鵜呑みにしないで自
分の考えで行動できると考えています。
　生活の安定があれば内戦が起きなかったのでないか
と思っています。
　私が日本で生活し働いて自分のお金を送れば自分の
甥や姪は、食べていく事は出来るが、それでは、自分が
倒れたら支援を長続きする事は出来ないと考え人を育
てる事が出来たら、もっと多くの子供たちを継続的に
救う事が出来るのではないかと思い学校を作ることを
決心しました。 もっとルワンダの親をなくした子供
たちにも教育のチャンスを広げたい。 学校の資金は、
日本で講演や、イベント益金、ＲＣなどからの寄付を当
てる事としました。2001年始めて教室を一つ作るこ
とができました。
　そのお金で子供たちに夢を与える事が出来ます。
　先生になりたい、医者になりたいなど子供たちの夢

は、大きく膨らんでいます。
　お蔭様で学校が始まって300人以上の生徒が学んで
います。
　お金持ち貧乏な家庭様々ありますが、生活の差があ
る子供たちが同じく机を並べて学んでいます
　ここでの学習や、友達が、新しい時代のための力とな
ると思います。
　幼稚園教室からスタートし今は、小学校、中学校、多
目的教室なども出来ています。

　今福島県の皆さんより使わなくなった鍵盤ハーモ
ニカを寄付いただき、唯一ルワンダで鍵盤ハーモニ
カで子供たちの音楽の教育も行うことが出来るよう
になりました。 今月ジャイカの協力を受け教育が
出来るようになりました。 今後は、教育機関として
自立できるように活動をしたいと考えています。
　今後とも皆様のご協力を頂きますようよろしくお
願い申し上げます。

本日のプログラム

会 長 挨 拶 野地　利雄会長

【会 員 名】
【企 業 名】

【業務内容】

植木　洋司
財団法人 大原綜合病院附属
　大原健康クリニック

＊人間ドック（1日コース・2日コース）
＊政府管掌健康保険生活習慣予防検診
＊各種健康診断

【 P 　R 】
・ 当クリニックはホテルビルを利用した総合健診・人間ドックの

専門施設です。 健康的で快適な環境のなか、最新の診断技術で
ゆったりと健診いただけます。

・ 健診体制は専任のドクター・看護師・職員を配置し、健康結果は
当ドクターより直接説明及び指導が受けられます。（特殊検査を
除きます）

3月1日（水） クラブ協議会
3月8日（水） 会員スピーチ（環境保全委員会）
  寿建設㈱　　森崎　俊絋 氏
3月11〜12日（水）　
  県北第一区親善囲碁大会
  （穴原温泉　いづみや旅館）

今月・来月のプログラム
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